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『 

飛
鳥
時
代
の
建
物　

発
見
！
』

太
田
原
高
州
遺
跡

　
　
　
　（
高
松
市
太
田
上
町
）

『 

鍛
冶
を
担
っ
た
人
々
』

お
お
た
は
ら
た
か
す
い
せ
き

発
掘
現
場
か
ら

発
掘
現
場
か
ら

か　

  

じ　
　
　

に
な

　

太
田
原
高
州
遺
跡
は
高
松
市
太
田
上
町
字
高
州
・
今
原
に

位
置
す
る
、
弥
生
時
代
の
集
落
と
墓
、
飛
鳥
時
代
全
般
の
集

落
で
す
。
平
成
22
年
度
か
ら
調
査
を
始
め
、
今
年
度
が
調
査

の
最
終
段
階
と
な
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
調
査
で
は
、
弥

生
時
代
中
期
中
葉(

１
世
紀
頃)

か
ら
後
期
前
半(

２
世
紀
後

半
頃)

の
墓
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
一
部
の
埋
葬
施

設
に
は
加
工
が
難
し
い
水
晶
製
小
玉
が
入
れ
ら
れ
、
埋
葬
さ

れ
た
人
物
の
身
分
の
高
さ
が
窺
え
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
区
は
３
箇
所
あ
り
、い
ず
れ
も
飛
鳥
時
代
（
７

世
紀
）
の
も
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。　

西
側
の
調
査
区
で

は
掘
立
柱
建
物※

１
を
中
心
と
す
る
建
物
群
・
大
型
の
石
組

み
遺
構
・
鍛
冶
炉
、
中
央
の
調
査
区
で
は
大
型
の
竪
穴
建
物

を
中
心
と
す
る
建
物
群
・
鍛
冶
炉
・
廃
棄
土
坑
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。　

　

西
側
の
調
査
区
で
見

つ
か
っ
た
掘
立
柱
建
物

は
12
棟
あ
り
ま
し
た
。

最
も
大
き
い
建
物
は
、

床
面
積
約 

32
㎡
、
今
の

畳
に
換
算
す
る
と
約
19

畳
分
の
広
さ
に
な
り
ま

す
。
ま
た
柱
と
柱
の
間

隔
は
ほ
ぼ
同
じ
に
揃
え

ら
れ
る
の
が
通
常
で
す

が
、
見
つ
か
っ
た
掘
立

柱
建
物
の
う
ち
２
棟
は
、
中
央
の
柱
と
柱
の
幅
が
広
く
と
ら

れ
た
、
特
徴
的
な
構
造
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
掘
立
柱
建
物
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
建
物
の
構
造
か
ら
み
る
と
通
常
と
は
異
な

る
性
格
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

中
央
の
調
査

区
で
は
、
一
辺

約
６
ｍ
以
上
大

型
の
竪
穴
建
物

が
６
棟
見
つ
か

り
ま
し
た
。
こ

の
時
期
の
竪
穴

建
物
が
一
辺
約

４
ｍ
が
標
準
サ

イ
ズ
と
さ
れ
る

中
で
、
標
準
サ

イ
ズ
以
上
の
も
の
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
ま
た
調
査
地

の
西
側
に
隣
接
す
る
大
下
遺
跡
で
も
大
型
の
竪
穴
建
物

が
１
棟
だ
け
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ

場
所
に
大
型
の
も
の
が
何
度
も
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る

状
況
は
、
特
徴
的
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
大
型
竪
穴
建

物
の
脇
に
は
当
時
ゴ
ミ
捨
て
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た

落
ち
込
み
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
馬
具
と
ガ
ラ
ス
玉
が
出

土
し
ま
し
た
。
馬
具
は
鞍
な
ど
を
革
製
の
帯
を
留
め
る

際
の
留
め
具
（
鉸
具
）
の
部
分
で
、
ガ
ラ
ス
玉
は
ト
ン

ボ
玉
と
小
玉
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
の
計
二
点
で
す
。

出
土
し
た
ト
ン
ボ
玉
は
最
大
径
１
．
２
㎝
、
厚
さ 

９

㎜ 

で
、
深
い
青
ガ
ラ
ス
の
球
体
に
黄
色
な
い
し
白
色

の
ガ
ラ
ス
を
四
点
は
め
込
ん
で
い
ま
す
。
県
内
で
は
、

古
墳
か
ら
の
出
土
例
が
あ
る
だ
け
で
、
集
落
か
ら
は
中

国
・
四
国
の
範
囲
を
み
て
も
初
の
出
土
で
す
。

　

単
に
馬
具
や
ト
ン
ボ
玉
が
「
出
土
し
た
」
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
周
囲
か
ら
は
鍛
冶
を
行
っ
た
際
に

※

１
地
面
に
掘
っ
た
穴
に
柱
を
据
え
固
定
し
、
そ
の
柱
を
建
物
の
大
き
さ

に
合
わ
せ
て
何
本
か
長
方
形
に
配
置
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
で
す
。

※

２
鍛
冶
で
鉄
な
ど
を
溶
か
す
容
器
（
坩
堝
）
の
底
（
お
椀
の
よ

う
に
底
が
丸
い
）
に
た
ま
っ
た
鉄
く
ず
の
塊
。

で
る
椀
状
滓
、

製
作
途
中
に

で
る
鉄
滓
、

鞴
の
羽
口
が

出
土
し
て
お

り
、
さ
ら
に

は
出
土
場
所

か
ら
西
へ
約

５
ｍ
離
れ
た

場
所
か
ら
鍛

冶
に
関
連
し

た
炉
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
炉
の
上

部
構
造
は
、
廃
棄
さ
れ
る
際
に
壊
さ
れ
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
強
い
熱
を
受
け
て
変
色
し
た
粘

土
と
土
台
部
分
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。①
製
品
、②

製
作
途
中
に
出
る
屑
、③
鍛
冶
を
行
う
炉
や
鞴
の

羽
口
、
の
三
つ
の
状
況
証
拠
か
ら
、
長
期
間
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
場
所
で
鉄
製
品
が
製
作
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
そ
う

し
た
鉄
製
品
の
製
作

工
人
の
作
業
ス
ペ
ー

ス
が
大
型
の
竪
穴
建

物
と
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

掘
立
柱
建
物
が

建
て
ら
れ
た
時
期

と
ほ
ぼ
同
時
期
の

大
型
石
組
み
遺
構

が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
構
造
は
ま
ず

一
辺
約
３
ｍ
、
深

さ
35
㎝
ほ
ど
の
穴

を
掘
削
し
、
そ
こ

に
下
部
か
ら
10
㎝

大
の
円
礫
を
敷
き

並
べ
、
そ
の
上
部
に
は
30
㎝
大
の
円
礫
を
置
き
ま
す
。
上

部
の
円
礫
は
意
図
的
に
面
を
揃
え
、
箱
型
に
敷
き
並
べ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
時
に
崩
さ
れ
た

の
か
、
箱
型
の
内
部
に
崩
れ
た
大
型
の
円
礫
が
散
乱
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
２
段
か
ら
３
段
ほ
ど
高
さ

の
あ
る
構
造
物
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
大
型
石

組
み
遺
構
は
四
つ
の
柱
を
も
ち
、
覆
い
屋
が
取
り
付
く
構

造
で
あ
る
こ
と
は
分
か
り
ま
し
た
が
、
ど
の
様
に
使
用
し

て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
す
。

ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の

う
か
が

わ
ん
じ
ょ
う
さ
い

て
っ
さ
い

ふ
い
ご　

 

は 

ぐ 

ち

く
ら

※

２

る
つ
ぼ

か　

こ

か　

じ　

ろ　

申込方法 夏休みこどもミュージアムのおしらせ
１ 

展
示　
「
む
か
し
の
ひ
と
の
ご
ち
そ
う
さ
ん
！
」　

　
　
　
　
　

 

日　

時
：
平
成
26
年
７
月
22
日(

火)

〜
８
月
29
日(

金) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

９
〜
17
時　

土
・
日
曜
休
館

　
　
　
　

  

場　

所
：
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

第
２
展
示
室

　
　
　
　

◇
人
々
に
と
っ
て
ご
は
ん
は
毎
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
、
生
活
の
基
礎
に
な
る

　
　
　
　
　

と
て
も
大
事
な
も
の
で
す
。
む
か
し
の
人
々
は
ど
ん
な
ご
は
ん
を
た
べ
て
い

                     

た
の
で
し
ょ
う
か
。
発
掘
調
査
か
ら
わ
か
る
食
卓
の
よ
う
す
を
探
り
ま
す
。

２ 

遺
跡
の
自
由
研
究
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

　

    　
　

 

◇
身
近
に
あ
る
遺
跡
を
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
に
し
た
い
、
と
い
う
人
は

　
　
　
　
　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
。
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。　　

　

 　
　
　

日　

時
：
平
成
26
年
７
月
22
日(

火)

〜
８
月
15
日(
金) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

９
〜
17
時　

土
・
日
曜
休
館

３
体
験
講
座　
「
お
、
古
代
を
た
い
け
ん
し
て
み
よ
う
。」

　
・
平
成
26
年
７
月
25
日(

金)    

香
川
県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　【
Ａ 

分
銅
形
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
ろ
う
】

　
　
　
　

時　

間
：  

９
時
〜
11
時       

定　

員
：
10
名(

申
し
込
み
先
着
順)

　
　
　
　

対　

象
：
小
学
生
以
下
（
小
学
校
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

　
　
　
　

参
加
料
：
２
１
０
円(

保
険
料
・
材
料
費)

　
　【
Ｂ 

ガ
ラ
ス
玉
を
作
ろ
う
】

　
　
　
　

時　

間
：  

13
時
〜
15
時　

   

定　

員
：
10
名(

申
し
込
み
先
着
順)

            　

 

対　

象
：
小
・
中
学
生
（
小
学
校
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

　
　
　
　

参
加
料
：
３
９
０
円(

保
険
料
・
材
料
費)

　
・
平
成
26
年
８
月
5
日(

火)    

香
川
県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　【
Ａ 

ア
ン
ギ
ン
編
み
で
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
作
ろ
う
】

　
　
　
　

時　

間
：  

９
時
〜
11
時       

定　

員
：
10
名(

申
し
込
み
先
着
順)

　
　
　
　

対　

象
：
小
・
中
学
生
（
小
学
校
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

　
　
　
　

参
加
料
：
２
１
０
円(

保
険
料
・
材
料
費)

　
　【
Ｂ 

ガ
ラ
ス
玉
を
作
ろ
う
】

　
　
　
　

時　

間
：  

13
時
〜
15
時　

 

定　

員
：
10
名(

申
し
込
み
先
着
順)

                 

対　

象
：
小
・
中
学
生
（
小
学
校
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

　
　
　
　

参
加
料
：
３
９
０
円(

保
険
料
・
材
料
費)

４
発
掘
体
験　
「
お
、
発
掘
し
て
み
よ
う
。　

西
村
遺
跡
」

　
　
　
　

日　

時
：
平
成
26
年
７
月
29
日(

火)  

10
時
〜
12
時

　
　
　
　

場　

所
：
西
村
遺
跡
発
掘
調
査
現
場
（
東
か
が
わ
市
西
村
）　

　
　
　
　

対　

象
：
小
学
校
５
・
６
年
生
と
中
学
生  

参
加
料
：
６
０
円(

保
険
料   )     

                  

定　

員
：
10
名(

申
し
込
み
先
着
順)

５
埋
文
セ
ン
タ
ー
探
検
し
て
み
よ
う

　
　
　
　

日　

時
：
平
成
26
年
８
月
７
日(

木)  

10
時
〜
12
時

　
　
　
　

場　

所
：
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

対　

象
：
小
学
校
５
・
６
年
生
と
中
学
生　

参
加
料
：
６
０
円(

保
険
料   )     

　
　
　
　

定　

員
：
10
名(

申
し
込
み
先
着
順)

　

※

３ 

〜 

５
は
電
話
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

申
込
先
は
タ
イ
ト
ル
「
い
に
し
え
の
讃
岐
」
の
下
の
住
所
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

受
付
開
始
は
平
成
2６
年
７
月
３
日(

木) 

９ 

時
か
ら
、

　
　

定
員
に
な
り
し
だ
い
募
集
を
終
了
い
た
し
ま
す
。　

　
　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
お
名
前
・
住
所
・
年
齢
・
連
絡
先
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

in

▲　西側調査区 掘立柱建物群 ( 東から )

▲　西側調査区 掘立柱建物群 ( 南から )

▲　大型石組み遺構（北から )

▲　中央調査区 大型竪穴建物 ( 南から )

▲　中央調査区 炉跡 ( 東から )

▲　中央調査区出土ガラス製品


